看護統合（在宅）様式4
統合実習全体に対する評価

実習施設名：　　　　　　　　　　　実習日　平成　　年　　月　　日　（曜）～　月　　日（曜）
学籍番号　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.統合実習全体の実習目標についての学びについての学び
1)切れ目のない看護を提供するために看護職の求められている役割をどのように理解したか。
2)倫理綱領を参考に自らを律しながら行動することの重要性についてどのように理解したか。

3)臨床看護の場において対象者に関心を持ち、尊厳を持って接し、主体的に実習することができたか。

4)実習目的の達成と自己の課題が明確に記録が行えたか。
2.実習評価
（3：できた2：どちらともいえない1：あまりできなかった0全くなかった  ）
	部門
	№
	項　　　　目
	主観的評価

	統合
	1
	切れ目の無い看護を提供するために看護職に求められている役割が理解できた。
	3
	2
	1
	0

	
	2
	倫理綱領を参考に自らを律しながら行動することの重要性が理解できた。
	3
	2
	1
	0

	態度
	3
	臨床看護の場において対象者に関心を持ち、尊厳を持って接し、主体的に実習することができた。
	3
	2
	1
	0

	記録
	4
	実習目的の達成と自己の課題について明確に記録が行えた。
	3
	2
	1
	0
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